
昭
和
四
十
五
年
七
月
招
集

昭
和
四
十
五
年
八
月
招
集

昭
和
四
十
五
年
九
月
招
集

千
葉
県
館
山
市
議
会
会
議
録

市

館

議

山
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回

館
山
市

議

~ 
臨
時

~ 
~ 
議

録





昭
和
四
+
五
年
七
月

招
集

第

三

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

議

目

次

臼

時

場

所

平吉

議

員

出欠

席

議

員

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員

議

事

日

程
円

開

会

出
席
説
明
員
の
報
告

詩

集

の

配

付

会
議
録
磐
名
員
の
指
名

。
-

会

期

の

決

定

提
案
理
由
の
説
明

四四四五五五
ム
ノ、

ム

ノ、--'--ノ、七
八

一

)



，-、

、ーノ

議

笑

(jJ 

上

程
(
議
案
第
五
十
九
号
〉

j¥ 

誇
案
の
内
容
説
明

九

質

疑

応

答

九

採

決

議

案

の
上
程
〈
議
案
第
六
十
号
)

議
案
の
内
容
説
明

質

疑

応

答

一
五

採

決

一
六

閉

会

七

本

B
C
会
議
に
村
し
た
事
件

七

J 

... ‘ 

~~ 



¥;;(. 

第

三

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

昭

和

四

十

五

年

七

月

招

集

一
、
昭
和
仰
十
五
年
七
月
二
日
(
木
曜
日
)
午
前
十
時

一
、
出
席
議
員

一
、
館
山
市
議
会
本
会
議
場

二
十
七
名

一
一
番

一
五
番

一
七
番

一
九
番

二
二
番 番

吉

田

勇

治

郎

番

出亀

蔵

石

回

五
番

益

藤

回

治

七
番

白

熊

盛

太

郎

九
番

幣

勇

一O
番

菊

井

敏

一
四
番

博

石

井

一
六
容

正

江

田

徳

太

郎

一
八
番

島

野

茂

樹

郎

ニ
O
番

小

沢

窓

太

郎

二
三
番 番

四

番
八六
番苓

石伊E持黒西遠

山

五

十

嵐

安中命E

井賀辺) 1I 村西村回

輝

久

多

朗博正

真

次

ヨ

ネ

子昇

主主

男

省

吾

義

男

〆曲、

一
、-'



二
伊
香

二
六
番

二
八
番

三

O
番

一
、
欠
席
議
員

一
二
者

一
、
出
席
説
明
員

市収庶八ょι

秋

山
中

回望

月

はj

ロ理E柴

入
務

課

商

課

教

育

長

教

育

参

員

会

保

健

体

育

課

長

一
、
出
席
事
務
局
職
員

事書害書

務

局

禄

-"--ノ、

炉、
長役長長長記記戸U

z--
ロ

自E!!s 正康孝三転高伊

藤

古
伺JI! 吉

岡兵渡木

間木倉

幸

木上梨藤辺宣同

二
五
悉

七
番

二
九
番

f雪澄
太

賢清恭松

田

村

源

治

郎

譲男虫日正爾弘男

安喜令

i尺

)[頁

徳、

木

蔵

市
助手佐

謀

書

財

政

課

水

産

課

長

教

育

委

員

会

庶

務

課

長

事

務

局

長

補

佐

書書

役長長記記

事1太長谷汐官
同錦JII 

谷
山田

JII 

貝4崎尾織上4唱h
言-

伝

博

雄

広

、治

茂

生

政

光

陸義

(

問

)

豊子雄



一
、
議
事
臼
程

日

理

第

会

期

の

決

定

昭
和
四
十
五
年
七
月
二
日
午
前
十
時
開
議

日

程

第

会
議
録
署
名
員
の
指
名

日

和

第

議
案
第
五
十
九
号

市
有
財
産
の
売
却
に
つ
い
て

日

程

第

四

議
案
第
六
十

ロ
τラ

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)

調

メ弘、= 

午

前

十

時

二

十

ゑ

分

開

議

r町、
v 

議
長

同
(
西
村
真
次
君
)

本
日
の
出
席
議
員
教
二
十
五
名
、
と
れ
よ
り
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

出

席

説

明

員

の

報

告

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

定
臨
時
会
の
議
案
審
議
の
た
め
、
遠
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
出
席
要
求
に
如
し
、
太
間
前
回
授
、
自
伊
山
助

役
、
高
木
収
入
役
、
太
田
課
長
、
長
谷
川
課
長
、
小
倉
課
長
、
伊
藤
課
長
、
谷
員
課
長
、
高
木
教
育
長
、
汐
熔
課
長
、
川
上
課
長
以
上
の
者

(

五

)



が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

(

占

ハ

〉

。。

議

案

の

配

イサ

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議
案
を
配
付
い
た
し
ま
す
。
議
案
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
O
i
-
-
配
付
伊
如
弁
し
と
認
め
き
す
。

会
議
録
署
名
目
貝
の
指
名

(
西
村
真
次
君
)

会

期

議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
宗
一
、
会
議
録
署
名
目
良
の
決
定
争
行
オ
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
員

r
一
閃
番
議
員
遠
山
ョ
、
不
子
き
ん
、

御
異
議
亦

b
t
せ
ん
か
。

一
九
番
諮
問
貝
島
野
茂
樹
郎
君
以
上
両
君
を
指
名
い
売

1
4aす。

と
れ
に

。

(
「
異
議
在
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
、
寸
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
介
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

の

決

定
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
左
い
き
す
。

本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
、
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
日
一
日
と
い
う
と
と
で
あ
り
き
す
。

.. コ



hx

ば
か
り
い
た
し
ま
す
h

会
期
会
一
日
と
{
定
め
告
す
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

制
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

ょ
っ

T
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

京
自
の
議
事
は
か
手
も
と

K
配
付
の
白
程
表
に
よ

b
行
左
い
ま
す
。

提

案

理

由

の

説

明

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

ζ

れ
よ
り
本
臨
時
会
の
案
件
に
つ
き
市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
本
間

譲
君
登
壇
)

。
市
長

(
本
間

譲
君
)

議
案
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
、
と
と
に
第
三
回
臨
時
市
議
会
を
招
集
し
、
急
拠
御
審
議
を
わ
ず
ら

わ
し
ま
す
案
件
は
、
市
有
財
産
の
売
却
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
で
あ
り
ま
す
が
、
四
月
の
臨
時
市
議
会
に
が
い
て
温
水
プ
ー
ル
用
建
物
及

び
土
地
購
入
費
を
債
務
負
担
行
為
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
二
カ
年
で
支
払
う
よ
う
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
が
、
先
般
私
が
温
水
プ

i
ル
の
禰

助
金
に
つ
い
て
直
接
知
事

K
療
情
し
ま
し
た
と
と
る
、
が
そ
ら
く
五
百
万
円
程
度
の
補
助
令
を
受
け
ら
れ
る
見
通
し
と
4

H

b

J

辛口し
た
。
去
、
ら

に
と
の
件

F
つ
い
て
は
文
部
省
、
自
治
省

K
も
直
接
上
京
陳
情
し
た
結
果
、

投

K
ぶ
ん
の
考
慮
が
け
ら
わ
れ
る
と
い
う
約
束
が
得
ら
れ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
口

と
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
本
毎
度

K
か
い
て
市
が
混
水
プ
ー
ル
施
殺
の
購
入
脅
と
し
て
予
算
措
置
し
マ
か

〈
必
夢
が
あ
り
、

と
の
た
め
の
財
源
止
し
て
北
条
小
学
校
が
竣
一
i
後
に
移
転
後
の
旧
運
動
場
五
、

八
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
八
千
八
百
六
十

万
六
千
円
で
開
発
公
社
に
売
却
し
、
渇
水
プ

l
ル
用
建
物
及
び
土
地
場
入
費
九
千
三
百
六
十
万
六
千
円
を
追
加
計
上
l
、
単
年
度
予
算
に
組

み
か
え
る
べ
く
関
連
す
る
議
案
を
提
出
し
光
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
が
、
開
発
公
社

κ売
却
す
る
土
地
に
つ
き
・
ま
し
て
は
、
私
の
当
初
の
腹

(
七
)



(
八
)

安
ー
で
あ

b
古
生
し
た
市
民
の
い
と
い
の
場
、
市
民
公
関
設
管

K
あ
売
っ
て
必
要
た
・
と
き
は
市

K
売
り
渡
す
旨
の
了
解
を
開
発
公
社
か
ら
得
て
必

り
ま
す
。

と
の
ほ
か
の
補
正
予
算
と
し
を
し
マ
は
、
水
産
業
費
と
し
て
当
初
二
カ
年
計
画
で
か
J

り
合
し
た
伊
戸
漁
港
の
船
ひ
き
場
上
張
り
工
事
が
単
ー

長

官

J-γ
変
更
認
可
止
て
よ
川
4
r

と
ん
い
rよ
り
、
工
事
費
百
十
九
万
円
J
T
追
加
及
び
当
初
単
年
度
計
画
で
あ
り
・
↑
ま
し
た
呑
漁
港
の
局
部
改
良
事
業
が
国

か
ら
の
内
示
に
よ

b
、
二
カ
年
計
雨

K
変
更
認
可
さ
れ
た
と
と
に
よ
り
工
事
費
令
四
百
三
十
六
万
円
減
額
し
、

と
れ
ら
に
伴
う
県
補
助
金
及

び
地
元
寄
付
金
字
そ
れ
ぞ
れ
矯
減
い
売
し
さ
し
た
。
‘
一
空
た
洲
わ
埼
漁
協
が
建
設
す
る
漁
業
γ

協
同
館
に
つ
い
て
果
か
ら
補
助
令
百
万
戸
に
市
費

五
十
万
司
そ
加
え
、
補
助
今
と
し
て
百
五
十
方
向
争
計
上
い
売
し
苦
し
売
。

次

K
、
保
健
体
育
費
と
し
て
市
民
の
体
位
向
上
、
健
康
管
理
の
意
味
合
い
か
ら
、

さ
ら

K
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
、
育
成
を
強
力

K
推
進
す
る

た
め

K
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
車
購
入
費
百
五
十
三
万
五
千
円
令
計
上
し
ζ

の
財
源
'
と
し
て
国
庫
補
助
会
四
十
一
万
円
、
残
り
J
T

一
般
財
源

K
よ
り

本
λ

当
し
工
う
と
寸
る
も
の
で
あ
り
ま
寸
。
以
上
、
補
正
予
算
止
し
マ
九
千
三
百
冊
目
十
七
万
一
千
円
寺
計
上
し
、
ま
し
た
が
さ
れ
ム
け
い
ず
れ
本

急
施
宇
宙
官
す
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
左
解
決
が
市
民
の
要
望
一
に
と
ム
パ
え
ぶ
と
と
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
，
以
上
キ
也
、
私
骨
仇
し
て
倖
叫
早
合
説
明

J
H

終
h
4
J
寸
が
詳
細

K
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
課
長
等
す
し
て
説
明
さ
ぜ
き
す
の
で
、
十
介
在
御
検
討
を
念
願
い
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
空
ナ
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
令
。

。
議
長

(
西
村
真
次
世
相
)

市
長
の
説
明
を
終
り
ま
寸
。

議

の

上

程

案

議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
三
、
議
案
第
五
十
九
号
市
有
財
務
一
の
売
却
r
h

つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

。

;."!り.... 

叫、



(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
九
号

市
有
財
産
の
売
却

K
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。

議
案
第
五
十
九
号
に
つ
き
守
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
寸
。

現
在
使
用
し
て
た

b
空
す
館
山
市
五
条
小
学
校
が
八
月
下
匂
ま
で

K
新
校
舎

W
移
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
時
一
点
に
な
き
ま
し
て
ハ
ム
露
止
を

(
長
谷
川
広
治
君
)

財
政
課
長

し
て
き
惑
財
産
K
相
手

gdす
の
て
各
濯
の
状
況
か
ら
一

一
部
を
売
り
払
い
苦
し
て
財
源

K
使
用
い
た
し
売
い
。

と
小
ょ
う
左
目
的
か
ら
議
決
を
求

め
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
位
置
と
し
て
最
後
わ
ベ

1
1ジ
に
地
図
が
付
し
て
ど
ざ
い
ま
寸
が
、
運
動
場
と
し
て
使
用
守
し
て
た
り
全
す
と
と

ろ
の
一
部
で
ど
ざ
い
4
4
寸。

と
わ
〉
つ
も
千
七
百
七
十
三
坪
を
売
却
い
た
し
売
い
と
い
う

4
m
l
で
ど
ず
い
?
す
。
価
格
で
ど
ざ
い
を
寸
が
、
坪

当
た
り
で
申
し
ま
す
ほ
う
が
わ
か
り
い
い
の
で
臨
し
上
げ
ま
す
が
、
坪
単
価
五
万
円
と
い
号
評
価
待
J
T
用
い
て
ど
ざ
い
空
す
。

と
れ
け
近
傍

類
似
の
評
価
額
争
勘
案
寸
み
と
同
時

K
開
発
公
社
に
払
い
下
げ
い
た
し
合
す
と
き

K
特
約
条
頂
等
を
結
び
を
す
の
で
、
ヂ
う
い
う
も
の
宇
考

慮
い
た
し
空
し
て
、
評
価
額
令
五
万
と
い
ち
ょ
う
Y
押
え
て
払
い
下
げ
今
い
や
し
た
い
と
い
う
も
の
で
ど
ぎ
い
斐
す
。
汗
会
、

本
件

V
っ
き

そ
し
で
は
・
先
月
二
十
九
日

K
財
産
管
理
審
議
委
員
会
に
必
き
ま
し
て
諮
問
脅
し
、
答
申
宇
い
た
だ
い
た
額
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
簡
単

で
ど
ず
い
ま
す
が
、
説
明
を
終

h
ま
す

質

疑

応

答

(
九
)



f、， 

二
五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)

市
有
財
産
、
経
済
委
員
会
に
も
ち
ろ
ん
諮
問
し
て
賓
と
き
つ
合
阜
県
見
と
、

〈

一

O
)

ぞ
れ
か
ら
と
と

K
必
い
て
土

地
、
学
校
敷
地
に
た
っ
て
た
り
ま
す
け
わ
ど
品
、
建
物
は
い
か
に
す
み
か
。

手
れ
ら

れ
取
り
と
わ
し
の
件
も
あ
る
の
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
経

済
委
員
会
K
開
閉
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
か
ら
建
物
の
取
り
と
わ
し

K
対
す
る
費
用
の
問
題
を
説
明
J
T
願
い
ま
す
。

。
財
政
課
長

1

(
長
谷
川
広
治
君
)

建
物
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
払
い
下
げ
令
し
よ
う
と
い
う
部
面
と
申
し
ま
す
か
、
部
分
の
ほ
う

、
に
は
建
物
は
惑
っ
て
ど
ぎ
い
ま
ぜ
ん
の
で
、
建
物
の
関
係
は
生
じ
て
参
・
9
支
社
ん
。

左
糸
、
財
産
管
理
審
議
委
員
会
の
答
申
は
全
会
一
致
を

も
ち
を
し
て
、
特
約
条
項
そ
う
い
う
も
の
す
考
照
し
、
坪
五
万
円
の
相
仰
を
適
当
と
認
め
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
一
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

財
政
課
長
の
説
明
の
中
ヂ
特
約
条
項
等
を
考
慮
し
て
坪
当
売
り
五
万
円
で
売
り
渡
す
ん
だ
。

と
う
い
う

御
説
明
だ
っ
た
ん
で
す
。
特
約
条
項
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
ナ
が
、

そ
の
内
容
今
ひ
と
つ
御
説
明
い
た
だ
者
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
財
政
課
長

(
長
谷
川
広
治
君
)

先
ほ
ど
市
長
の
提
案
理
由
む
趣
旨
説
明
の
中

K
ち
ょ
っ
と
触
れ
て
沿
h
J
費
し
た
が
、
市
が
あ
の
土
地

券
市
民
公
園
あ
る
い
は
中
央
公
開
と
仮
称
で
ど
ざ
い
空
十
が
、
そ
の
一
ょ
う
念
も
の
を
近
々
の
う
ち
に
設
置
す
る
と
い
ろ
段
階
で
み
に
の
土
地
が

必
要
で
あ
れ
げ
い
つ
で
も
買
い
戻
し
寸
る
と
と
が
ア
き
る
よ
う
念
+
刀
法
、
そ
れ
か
ら
あ
る
期
間
他
へ
の
売
却
は
逮
摩
し
て
符
し
い
と
い
う
大

。
体
二
点
の
特
約
条
項
で
ど
ぎ
い
ま
す
。

九
番

(
島
脱
出
茂
樹
郎
君
)

わ
か
り
-ま
し
た
が
、
そ
の
条
項
は
要
す
る
に
契
約
書
と
い
う
ん
で
す
か
、
文
書
の
中
へ
は
っ
き

b
う
た

っ
て
い
る
0

と
う
い
う
も
の
で
あ
あ
か
ど
う
か
o

b
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
財
政
課
長

払
い
下
げ
の
契
約
書
の
中
に
正
式
投
条
文
で
記
載
争
し
、
契
約
を
締
結
い
た
し
た
い
。
か
よ
う
に
考

(
長
谷
川
広
治
君
)

え
て
か
り
ま
す
。

n 

議
長

他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
芳
し
と
認
め
ま
す
。

(
西
村
真
次
君
)

A 

件IQ
~ 

句
、ム-



。。

採

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

j夫

訟
は
か
り
い
た
し
を
す
っ

T

品
祭
を
討
論
省
略
採
決
す
る

K
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

が
は
か
h
h
た
し
を
す
。
す
品
集
も
T-

原
案
の
通
h
J
可
決
す
る
に
御
輿
議
あ
り
を
せ
ん
か
。

。。
議
長

(
酉
村
真
次
君
)

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
左
し
と
認
め
会
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

(
書
記
朗
読
)

の

上

程

日
程
第
四
、
議
案
第
六
十
号
昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
三
号
を
議
題

Er
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)

議
案
第
六
十
号

議

案

の

内

容

説

明

(
一
一
)

，. 



f、
一一一、_，

c、

財
政
課
長

議
案
第
六
十
日
ぢ

r
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

四
十
五
年
度
の
館
山
市
一
般
会
計
の
補
正
予
算
第
三
号
で
ど
ざ
い
空
寸
。
摂
一
条

k
b
一
不
し
や
い
た
し
ま
し
た
と
か
り
、
今
回
歳
入
歳
出

(
長
谷
川
広
治
君
)

予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
九
千
三
百
前
十
七
万
一
千
円
を
追
加
い
え
し
き
し
て
、
歳
入
歳
出
わ
総
務
含
そ
れ
ぞ
れ
十
八
億
一
千
一
一
一
百
六
十
六
万
六
千

同
と
い
た
し
た
い
と
い
う
工
う
念

4
m
l
で
ど
ざ
い
ま
、
1
n

補
正
の
内
容
で
ど
噴
き
い
ま
す
が
、
士
一
ペ
ー
ジ
か
ら
何
一
べ

1
・
シ
の
第
一
表

K
歳
入
歳

出
予
算
の
補
正
と
し
て
計
上
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
収
入
の
款
五
款
、
歳
出
の
款
二
款
に
関
す
る
追
加
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
例

に
よ
り
事
項
別
明
細
書
に
よ
り
逐
次
御
説
明
を
申
し
上
げ
交
す
。

第
二
条

Y
今
回
債
務
負
担
行
為
の
変
更
今
計
闘
い
た
し
を
し
て
、

五
ペ
ー
ジ

r計
上
い
た
し
た
も
の
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
潟
水
ブ
ー
ル
用

建
物
購
入
費
、
温
水
プ

l
ル
用
土
地
の
購
入
欝

t
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
二
件
御
決
議
歩
い
た
だ
い
て
た
る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
今
回
歳
入
歳

出
予
算
の
中
に
組
み
入
れ
る
止
い
う
と
と
で
今
回
と
れ
を
廃
止
を
い
た
し
た
い
と
い
う
よ
う
在
も
の
で
ど
ざ
い
ま
寸
。
以
上
の
内
中
什
J
T
持
つ

て
た

h
-ま
す
が
、
と
の
補
正
予
賃
の
可
決
後
の
財
源
状
況
争
見
ま
す
止
、
特
定
財
源
が
二
八
%
八
八
、

二
万
九
千
円
と
い
う
数
字

K
在
り
ま
し
て
、
七
一
%
一
二
と
い
う
数
字

K
相
在
り
ま
す
。
続
い
て
主
管
課
長
か
ら
歳
出
に
つ
い
て
御
説
明
を

一
般
財
源
が
十
二
億
八
千
九
百
九
十

申
し
上
げ
ま
す
。

。
水
産
課
長

(
谷
貝
茂
生
君
)

九
ペ
ー
ジ
を
h
k

開
き
い
た
だ
き
売
い
と
思
い
ま
す
。
六
款
の
農
林
水
産
業
費
の
三
項
の
水
産
業
費

γ
つ

台
、
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

水
産
振
興
慢
の
内
容
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
洲
の
崎
漁
協
に
か
を
戸
、
き
し
て
、
漁
業
協
同
館
を
建
設
し
た
い
と
い
う
と
と
で
要
請
が
ど
ざ

い
ま
し
て
、
実
は
本
年
度
は
県
に
が
き
ま
し
て
鵜
原
の
漁
協
と
和
田
の
漁
協

k
b
き
ま
し
て
、
協
同
館
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
売
の
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
和
田
の
方
が
古
材
を
使
っ
た

b
し
て
該
当
し
て
い
左
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
わ
予
算
変
更
か
ら
館
山
市
の
ほ
う
争

考
え
よ
う
と
い
う
と
と

K
在
り
ま
し
た
わ
で
、
洲
の
崎
の
そ
う
い
う
要
望
が
ど
ざ
い
ま
し
て
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
県
か
ら
百
万
円
。
補

六R
d拘砂

婦h

‘ヨ.



助
を
い
た
戸
け
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
半
額
程
度
市
で
負
担
い
た
し
き
し
て
、
洲
の
崎
の
漁
協
の
経
営
に
よ
る
協
同
館

を
建
設
き
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
協
同
館
に
つ
き
ま
し
て
段
、
大
体
三
十
坪
程
度
を
考
え
て
-
な
り
ま
す
。

木
造
か
わ
ら
ぶ
き
平
屋
建
て
約
三
十
坪
程
度
、
大
体
三
百
万
ち
ょ
っ
と
費
用
が
か
か
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
建
設
会
府
い
し
た
い
と

思
い
ま
す

四
自
の
漁
港
建
設
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ま
ず
呑
の
漁
港
の
局
部
改
良
工
事
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
1

当
初
三

0
メ
ー
ト
ル
の
防
波
堤
安
出
寸

計
画
で
二
千
七
、
八
百
万
ぐ
ら
い
か
か
る
ん
で
は
左
い
か
と
予
想
し
て
よ
u
b
ま
し
で
、
継
続
で
》
願
い
し
た
い
と
い
う
と
と
で
崎
市
と
も
折
衝

し
て
た

b
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
大
体
二
千
万
程
度
で
や
ヲ
均
ょ
う
念
話
が
全
と
ま
り
ま
し
て
、
本
年
度
の
予
定
を
一
千
万
の
計
腐
で
予
定

し
て
が
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

い
す
「
い
ろ
国
の
予
算
、
県
の
予
算
の
関
係
か
ら
し
て
一
応
大
百
万
と
い
う
と
と
で
話
が
確
定
い
え
し

古
仇
し
た
の
で
、

一
応
当
初
予
算
一
千
万
組
ん
で
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、

一
応
六
百
万
と
い
う
と
と

K
変
更
-b
願
い
し
て
実
施
い
・
，
た
し
た
い
と
い

う
と
と
で
、
内
容
に
つ
き
、
ま
し
て
は
、
防
波
堤
の
補
強
を
二
」
ハ
・
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ
か
ら
次
年
度
に
実
施
す
べ
〈
防
波
堤
延
長
と
い
う
と

と
で
考
え
て
hv
り
ま
す
が
、
四
百
万
減
じ
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
六
%
は
一
応
事
務
費
で
も
っ
て
詔
酌
め
る
と
い
う
と
と

K
左
b
ま
し
た
の

で
、
工
事
費
の
ほ
う
を
四
百
三
十
六
万
減
じ
て
実
施
し
た
い
と
い
一
う
内
容
で
ど
ざ
い
守
す
。

そ
れ
か
ら
、
伊
戸
漁
港
の
船
ひ
き
場
mi
上
張

h
工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度
百
五
十
万
わ
工
事
費
で
一
応
予
定
し
て
苧
り
ま
し
た
が
、

ど
う
ぜ
や
る
念
ら
一
ベ
ん

K
と
い
う
と
と
で
今
年
特
に
県
の
ほ
う
か
ら
追
加
を
考
え
よ
う
と
い
う
と
と
で
二

F
六
十
九
万
の
工
事
費
で
も
つ

て
実
施
い
た
し
た
い
と
い
う
と
と
で
、

百
十
九
万
の
上
張

b
工
事
の
追
加
を
hu
願
い
い
た
し
ま
し
で
、

と
と
で
工
事
費
w
h
b
い
て
呑
漁
港
と

差
し
引
き
三
百
+
七
万
の
減
と
い
う
ζ

と
で
念
願
い
し
た
い
と
い
号
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
簡
単
で
ど
ざ
い
空
す
が
、
以
上
で
ど
ざ
い
空
す
。

。
保
健
休
育
課
長

(
川
上
賢
爾
君
)

九
ペ
ー
ジ
歳
民
十
款
教
脊
摂
七
項
保
健
体
育
晶
M
V
い
つ
い
て
御
説
明
争
申
し
上
げ
ま
す
。

十
八
節
の
備
品
購
入
腎
と
し
て
百
五
十
三
万
五
千
円
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
主
購
入
費
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
車

r
っ
き
吉
し

(
一
一
ニ
)



〈
一
回
〉

て
に
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
入

b
宣
し
て
宿
駅
か
ら
た
話
し
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
温
水
プ
!
ル
や
素
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
関

速
い
た
し
空
し
て
、

と
れ
が
完
成
の
あ
か
つ
き
は
刑
用
者

K
輸
送
の
使
を
は
か
る
と
と
も
に
全
市
民
を
対
象
と
し
た
か
ら
だ
づ
〈
り

運
動

ゃ
、
学
校
k
b
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
振
興

K
関
ナ
る
各
種
の
ス
J

、
l
ツ
大
会
等
の
輸
送

K
使
用
す
る
た
め
、
国
の
補
助
を
い
た
だ
者
ま
し
て
、

と
れ
が
今
回
わ
師
仰
い
す
み
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
わ
二
日
わ
体
育
施
設
費
十
七
節
わ
公
有
財
警
購
入
資
九
千
三
十
日
ム
ハ
十
万
六
千
円

K
つ
き
合
し
て
、
今
回
L
U

日
開
い
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
を

十
。
内
容
と
い
た
し
空
し
て
土
地
鰐
入
資
と
い
た
し
ま
し
て
、
浸
水
プ

l
ル
建
設
敷
地
一
、
四
五
五
・
四
九
八
へ

1
ベ
、
駐
車
場
八
二
五
-

O
へ
i
ベ
及
び
利
子
相
当
額
、
手
数
料
等
含
め
ま
し
で
千
三
一

F
九
十
七
万
三
千
明
百
九
十
二
円
で
ど
ざ
い
安
寸
。
建
物

r
っ
き
苦
し
で
は
、

利
子
相
当
額
、
手
数
料
含
め
ま
し
て
八
千
四
百
」
ハ
十
三
万
二
千
三
百

八
十
八
円
、
総
計
九
千
八
百
六
十
万
五
千
八

F
八
十
円
と
相
在
る
わ
け

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
を
計
画
い
た
し
き
し
た
。

で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
前
回
既
定
予
算
に
五
百
万
計
上
し
て
ど
ざ
い
を
す
の
で
、
莞
し
引
台
、六
千
三
百
六
十
万
六
千
円
と
い
う
と
と
に

相
も
は
る
わ
け
で
ど
ざ
い
全
す
。

と
れ
が
補
正
に
つ
台
ま
し
て
よ
ろ
し
く
恥
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
空
す
。

(プ)

財
政
課
長

(
長
谷
川
広
治
君
)

以
上
で
歳
出
の
御
説
明
-JT-
終
句
を
す
が
、
歳
出
合
わ
ぜ
ま
し
て
九
千
三
百
卯
十
セ
万
一
千
円
の
追
加

額
で
ご
ざ
い
き
す
。

七
ペ
ー
ジ

6
歳
入

K
入
り
ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
と
い
た
し
告
戸し
て
、
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
車
の
購
入
事
業
補
助
余
開
十
一
万
戸
と
い
う
内
定

で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
回
計
上
を
い
売
し
て
ど
ざ
い
全
ナ
。

県
支
出
金
v
i
h
x
き
空
し
て
、
プ
ー
ル
関
係
補
助
五
百
万
、
漁
港
関
係
必
橋
助
の
う
ち
沼
市加
と
補
正
差
し
引
き
を
し
て
減
符
が
ニ
一
百
二
十
万
、

漁
港
整
備
事
業
の
補
助
金
と
し
て
三
十
五
万
七
千
四
、
漁
業
協
同
館
の
建
設
事
業
補
助
金
と
し
ナ
百
万
、
総
額
県
補
助
令
が
三
百
十
五
万
七

千
円
と
い
う
追
加
額
で
ご
ざ
い
主
す
。

い
ず
れ
も
歳
出
の
事
業
商

K
対
抗
い
た
し
さ
し
た
収
入
で
ど
ざ
い
ま
寸
。

十
一
款
財
産
売
り
払
い
収
入
と
し
て
八
千
八
百
六
十
万
六
千
戸
、

た
だ
い
4
4
御
決
議
を
い
た
だ
き
骨
仇
し
た
土
地
の
売
h
払
い
代
金
で
ど
ざ

拘~~.
調

南



以
上
、
特
定
財
源
あ
る
い
は
そ
れ

K
準
ず
る
財
源
を
差
し
引
き
し
を
寸
と
、

百
三
十
万
六
千
円
不
足
財
源
が
生
じ
ま
す
の
で
、
と
れ
を
一

，FH
3
v
 

い
ま
す
。

十
二
款
に
b
き
を
し
て
、
寄
付
金
の
更
正
が
八
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。
内
容
は
説
明
欄
に
よ
り
御
了
承
か
た
ま
わ

b
た
い
と
思
い
ま
す
。

般
財
源
か
ら
求
め
ま
し
て
、
今
回
繰
り
越
し
金
を
財
源
と
し
、
百
三
十
万
六
千
円
を
退
加
計
上
す
い
売
し
古
生
し
た
。
今
回
計
上
済
み
の
額
が

繰
り
越
し
金

κつ
台
、
交
し
て
は
四
千
四
百
八
十
五
万
九
千
円
と
い
う
数
字

K
羽
左
h
y
ま
す
。
以
上
、
歳
入
も
ム
ロ
わ
ぜ
を
し
ず
九
千
三
百
四
十

七
万
一
千
円
と
い
う
と
と
に
相
在
り
ま
す
。
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
で
予
算
関
係
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
売
庁
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

h
M

願
い
い
た
し
ま
す
。

質

疑

応

答

。
一
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

市
長
ぎ
ん
が
説
明
さ
れ
を
し
た
か
ら
間
違
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
ど
も
今
ま
で
県
在
り
、
国
在

り
白
か
ら
補
助
金
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
と
い
う
場
合

K
、
市
独
自
で
い
ろ
い
λ-
の
仕
事
含
し
た
場
合

κ補
助
金
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
理
解
を

し
て
会
っ
た
ん
で
す
。
今
回
は
と
の
形
わ
上
で
は
建
物
あ
る
い
は
敷
地
ζ

れ
を
購
入
を
す
ぶ
と
い
う
形
で
議
案
が
出
さ
れ
て
い
不
わ
け
で
す

が
、
と
れ
を
購
入
す
る
場
合

K
も
県
か
ら
の
補
助
金
は
間
違
い
だ
〈
い
た
だ
け
る
わ
か
ど
う
か
。
法
的

K
ば
ど
う
念
る
の
か
そ
う
い
う
点
を

も
う
一
度
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
財
政
課
長

(
長
谷
川
広
治
君
)

補
助
の
出
し
方
と
申
し
ま
す
か
、
受
け
入
れ
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

わ
れ
わ
れ
俗

K
工
事
請
負
費
で
な

と
う
い
う
ふ
う

K
常
識
的

K
考
え
て
な

b
脅
す
が
、
精
助
J

伊
れ
す
る
も
の

K
よ
っ
て
買
収
あ
る
い
は
建
築
と
い
今

、、

段
階
ア
出
る
も
の
が
ど
ざ
い
会
す
大
体
現
在
の
状
況
を
考
え
会
す
と
、
建
設
費
に
対
す
る
補
助
と
い
う
よ
う
授
も
の
が
率
の
上
で
は
多
い

〈
一
五
)

け
れ
ば
補
助
は
い
け
念
い
。



(

一

ム

ハ

)

わ
け
で
ど
ぎ
い
ま
十
が
、
買
収

K
つ
い
て
も
出
る
と
い
う
も
の
も
ど
ぎ
い
ま
す
。

今
回
わ
プ
ー
ル
関
係
の
補
助
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
宮
で
と
の
よ
う
左
も
の
は
県
の
ほ
う
は
出
し
て
い
な
い
よ
う
で
ど
ざ
い
会
す
。
ム
「

回
新
し
〈
要
綱
等
を
つ
〈

b
ま
し
て
出
す
と
い
う
考
え
方
の
よ
う
で
ど
ざ
い
会
し
て
、

予
算
編
成
に
つ
告
空
し
て
い
ろ
い
ろ
打
ち
合
わ
ぜ
た

結
果
、
と
の
工
う
を
も
わ
で
も
出
ぜ
る
よ
う
在
方
法
で
考
え
ず
い
き
た
い
と
い
う
泉
の
気
持
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
額
等
に
必
き
ま
し
で
も

ほ
ほ
間
違
い
は
な
〈
信
用
で
き
る
と
い
う
よ
う

K
考
え
て
必
り
ま
す
。

。
一
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

了
解
し
き
し
た
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

。
議
長

-
(
西
村
真
次
君
)

た
は
か
り
い
た
し
全
す
。
本
案
J
T
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

hx
は
か
め
い
た
し
ま
寸
。
本
案
4
7
『原
案
の
通
h
r
J

可
決
寸
ろ
に
御
異
議
あ
り
を
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
定
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
J
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
を
し

t
認
め
を
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通

b
可
決
き
れ
き
し
た
。

C~ 
亀弘

崎.. 



閉

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

以
上

K
よ
h
y
本
臨
時
会

K
付
議
さ
れ
き
し
た
全
部
を
議
了
い
た
し
を
し
た
。
よ
っ
て
と
れ
に
て
第
三
田
市
議

会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
五
十
八
分

。
本
自
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
議
案
第
五
十
九
号
、

， 会
ど
〈
ろ
う
さ
ま
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会

議
案
第
六
十
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

K
よ
b
箸
名
す
る
。

館

山

市

議

会

議

長

// 

議

員

dグ

議

員

J
A
W
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ベ
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ノ
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ぜ
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2
1
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f
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